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第 2 章では，固体の清浄表面に対する各種表面解析法を比較検討し， LEED ・ AES 法を研究手段
として採用した理由ならびにこの方法の原理，装置，測定方法等について述べている。










よって最初に出現する構造は従来唱えられていた FeO ではなく， p(lX1)-O なる吸着状態であ
ることを示し，付目の構造や生成条件，むよびその別構造への非可逆的転移， c (2X2) 一 0構造に
-470ー
ついて論じている。
第 7 章では，鉄 (001) 面における酸化層の形成過程を実験結果に基づいて論じている。試料温度
が5600C 以下の場合， Fe a 04 が， 5700C 以上の場合， FeO が，それぞ、れp( 1 X 1 )ー O構造と共存して
形成されることや， Fe a04 と FeO とは温度によりほぼ可逆的に相転移を行うことが見出されている。








の線に沿った鉄表面の LEED ・ AES 法による研究はこれまで数例報告されているが，実験や解釈に
不備の点があり，なお酸化過程の核心に迫り得る段階に至っていない。
本研究は鉄単結晶の(001) 面に対して系統的に行われた LEED.AES による研究の結果をまとめ
たもので，主な成果は次下の通りである。




(2) 清浄化過程において c (2X2) 事ー S と呼ばれる S による安定な超格子が発生することを見出し
ている。




(4) 酸化膜の形成は試料温度により異なり， 2000C 以下では明確な構造が認められないが， 200oC ~400 
℃では過渡的な構造を経て Fe 304 がエピタキシャル成長し， p(lX1)-0 と共存する。 400o~
5600C では直接この状態が出現し， 5700C以上では FeO がp (1 X.1) -0 と共存した状態で、エピタ
キシャル成長することを見出している。
以上の知く，本研究で明らかになった低酸素分圧下での酸化過程の知見は高純度鉄の電子材料とし
ての可能性に示唆を与えるとともに，鉄の酸化に対して新らしい知見を加えており，材料工学に寄与
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する所大である。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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